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あることが極まると自然に変化が起

きるという意味。それによって初め

て、道が通じ円滑に通ることができ

るのだと中国では考えられています。

ここで言われているとおり、中国で

は伝統的に、行ったり来たり変化す

るのが当たり前のことなのです。

中国の歴史を丹念に見ていくと、

中国人の両極に変化する考え方がわ

かってきます。国家が優勢にあれば

あるほど「陽極」へと寄っていく。

他国から見れば傲慢、横暴な帝王の

ごとき態度に出るわけです。逆に劣

勢になると、「そんなに卑屈になら

なくてもいいですよ」と言いたくな

るほど腰が低くなります。

近代中国史を見ていくと、阿片戦

争に敗れて香港を割譲、2000年に返

還されるまで約160年もの間ずっと

西洋列強に支配される屈辱を味わい

ました。中国の歴史上、この約160

年間は最も劣勢にあった時期です。

2010年９月に尖閣諸島における

中国漁船衝突事件が起きて以来、日

本では中国に対する警戒感や嫌中感

情が高まっています。中国市場の成

長をにらんで戦略を立ててきた企業

も、中国依存の見直しを進めていま

す。ここで大切なのは、「中国とは

いかなる国なのか」「中国人とはい

かなる人々なのか」という点を改め

て深く考え、学び直すこと。それな

くして、対中国の政治も経済もあり

得ません。そこで今回は中国古典を

通じて中国を理解する手立てを紹介

しましょう。

中国史を理解すれば 
驚くことはない事件

窮すれば、すなはち變
へん

ず。變ずれ

ば、すなはち通ず。通ずればすなは

ち久し。（易経）

「窮すれば、すなはち變ず」とは、
Text = 千葉 望
Photo = 鈴木慶子、新井啓太（書画）

第十一話

今や世界経済を左右する存在となった中国市場。
欧米型ビジネスルールが通用しない
この国と付き合うための要諦とは

人事の哲学
大転換期を支える中国古典の智

Yoshifumi Taguchi_東洋思想研究
者。株式会社イメージプラン代表
取締役社長。老荘思想的経営論「タ
オ・マネジメント」を掲げ、これ
まで2000社にわたる企業を変革指
導。また官公庁、地方自治体、教
育機関などへの講演、講義も多く、
1万名を超える社会人教育実績があ
る。 最近の著書に『論語の一言』

（2010年 光文社）、『清く美しい流
れ』（07年 PHP研究所）。08年に
は日本の伝統である家庭教育再興
のため「親子で学ぶ人間の基本」

（DVD全12巻）を完成させた。

田口佳史
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劣勢にあった時の中国人は、実にい

いところばかりが出てきます。謙虚

で控えめ、相手を立てて教えを乞う。

いわゆる「いい人」です。

ところがひとたび国が隆盛の時を

迎えると、ぐうっと反対の極に移動

します。一例をあげれば、清の乾隆

帝が即位した時期は、「地球は自分

たちで持っている」という態度を示

し、西欧列強にも朝貢外交を求めま

した。その結果、阿片戦争を招いた

ことは歴史の皮肉といえます。

日本人はそろそろ「中国対日本」

が本来の形に戻りつつあることを自

覚すべきです。もともと中国から見

れば日本は小さな国。この160年間

が異例だったということを前提とし

て考えなければなりません。日本が

経済強国として中国に大差をつけて

いた時期は、こちらも鷹揚に構える

ことができました。これからは反対

です。常に緊張感を持って中国に接

していくことです。

意識を変える必要性をズバッと見

せられたのが今回の事件です。中国

はそもそもが「中華思想」の国、世

界の中心に自分たちがいると信じて

疑いません。日本など、彼らから見

れば「東夷」の国にすぎないのです。

これからが日本の正念場。隙を見て

さっそく中国にすり寄るロシアのよ

うな国も出てきました。それに怯え

るのではなく、直視することです。

わざわざ中国を敵視する必要はあ

りません。お隣の国であることには

変わりないのですから、ここはなん

としてもうまくやっていく必要があ

ります。現代の日本人は、日中の国

力が逆転していたここ100年ほどし

か知りません。中国とはそれほど甘

い国ではない。時と場合によって右

に行ったり左へ行ったり、「ご都合

主義」を通す伝統を持っているのだ

としっかり理解してください。

常に「死」を思う日本 
現世の楽しみを求める中国

君子は豹
へう

變
へん

し、小
せう

人
じん

は革面す。（易

経）

日本人にもよく知られている一文

でしょう。状況によってがらりと変

わるのが君子。時代や社会の状況を

読み、変えてこそ君子と考える中国

とは、長期的に付き合うことはなか

なかむずかしいものです。

そこで、中国で仕事をする人たち

にアドバイスを１つ。ビジネスを進

める際には、長期ではなく短期で物

事を進めることです。プロジェクト

を進めるときには、完了まで５段階

ぐらいに分けて契約を結び、その都

度、法で守られるようにしていくと

よいでしょう。「中国人には契約の

概念がないのか！」と怒る人がいま

すが、「彼らは豹変する人たちなの

だ」という前提に立てばよいこと。

長期の展望はむずかしくても、短期

の展望なら安全です。

身近な例では、中国の日系企業の

人が「せっかく育てた現地の人材が、

わずか100元給料が上がるからと転

職してしまった」などと嘆くのを聞

くことがありますが、それも当然で

す。彼らは、実力が上がったのだか

ら旧来の条件のままでは許しがたい

と考えるのです。

同じ東洋の国でありながら、日本

と中国には大きな違いがあります。

日本人はとかく「死」に惹かれがち。

仏教は現世否定の宗教ですし、早く

西方浄土へ生まれ変わりたいと考え

ます。仏教が生まれたのは自然環境

の厳しいインドだったこととも関係

があるでしょう。ところが気候風土

に比較的恵まれた中国の思想では、

儒家や道家を含めて、「この世は素
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同じ東洋の国でも、日本人は常に「死」を思い、
中国人は「生」を楽しむことを求める。生

晴らしい」「なるべく素晴らしいこ

の世に長く暮らしたい」と考えます。

人生を楽しむことに貪欲なのです。

知者は樂しみ、仁者は壽
いのちなが

し。（論

語）

ここでは人生を楽しむだけではな

く、長寿が前提とされていることが

わかります。長寿を得て、しかも楽

しもうとすれば前提となるのはお金。

「いつから中国人はあんな拝金主義

に？」と首をかしげる方もいるでし

ょうが、彼らは生きることを楽しむ

ための終生の所得を求めているので、

お金が優先されるのです。日本は何

気なく長寿国家になったものの、世

界一の長寿を謳歌しているとはいえ

ず、老後の心配ばかりしています。

敢へて死を問ふ。曰く、未だ生を

知らず、焉
いづく

んぞ死を知らんと。(論

語)

まだ生を知らないのに、なぜ死を

知ることがあろうかと孔子は言いま

した。日本人が「死」について考え

ている間に中国人は楽しい時間を問

う。そう言われて2500年たっている

のですから、彼らに変われというの

は無理でしょう。従って、中国人の

人事は「現在現実主義」でいくべき

です。それは彼らの強烈なリアリズ

す。新しい武器、新しい産業、新し

い先端技術。具体的な国家戦略を立

てるための人材育成にも非常に熱心

です。アメリカの有名大学や大学院

では、中国人留学生が一大勢力とな

っています。このような21世紀性を持

った中国人がやがて本国に帰ってい

く。低コストの生産請負地域という

感覚は、彼らにはまったくないでし

ょう。早く世界の先端技術の集積地

となって、煮え湯を二度と飲まされ

ないようにと固く決意しています。

中国は驚異的に各分野において、

急速に技術を蓄えています。しかし、

それを形にしなければ産業にはでき

ません。形にするには資源が必要で

す。加工・生産するエネルギーも必

要です。今、彼らが資源確保に狂奔

するのはそのため。いずれ中国企業

が日本企業を使ってモノを作る時代

に入るでしょう。今の日本人は悪く

言えば中国を下に見ていますが、近

いうちに対等、逆転するかもしれな

いと危機感を持って国家戦略を用意

することです。

恆産無ければ、因
よ

って恆心無し。

(孟子)

倫理や道徳は、暮らしが成り立っ

てこそのもの。これが中国のリアリ

ム。紀元前2000年からきている古典

思想の定点なのです。

人間の救済は神仏によってならず、

人間によってのみ可能であると彼ら

は考えます。その原点は、古代中

国で繰り返し起こった洪水にありま

す。人々は洪水に苦しめられていま

したが、治山治水に長けた禹
う

が現れ、

夏
か

王朝を開いたといわれています。

中国では伝統的にリーダーに対する

要求が厳しく、今で言えば中国に訪

れている絶好のチャンスを生かせる

かどうかでリーダーを評価します。

中国の為政者たちは、160年ぶりに

巡ってきたチャンスを生かせと徹底

的に要求されているのです。国内世

論のために政治をやらざるを得ない

状況といえます。

中国に対抗したいなら 
中国史を徹底的に学べ

中国人は160年前になぜ西欧列強

にやられてしまったのか、よく研究

しています。導き出された答えは「産

業革命」でした。近代兵器を持った

西欧と持たなかった中国との差を痛

感し、二度と同じことがあってはい

けないと、国家の強化に走っていま
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ズムです。彼らは今「恒産」を徹底

的に築いている最中といえましょう。

中国人の偉さは、歴史に学び、直

近に犯した失敗を絶対に生かすこと

です。翻って日本はどうだったか。

戦前の失敗を戦後はすべて否定しま

したが、その失敗を深く研究したの

か。日本人が反省すべき点です。

隋
ずい

主
しゅ

先
ま

づ在下に命じて、多く獻
けん

食
しょく

を作
な

さしめ、獻食多からざれば、則

ち威罰有り。上
かみ

の好む所、下
しも

、必ず

甚だしき有り。競ひ爲すこと限りな

く、遂に滅亡に至れり。（貞観政要）

これは、隋がなぜ滅びたかを、唐

が学んでいる一文です。このように

常に歴史に学び、陰陽の両極を行っ

たり来たりしている中国。彼らの体

の中にはさまざまなことが混在して

いて、いつ何がどのように出てくる

のかつかみきれません。しかし、中

国を相手に仕事をしていくなら、こ

ういう中国を勉強することが重要で

す。これまでは日本国内と同じ感覚

でもやっていけました。なぜなら彼

らは、はらわたが煮えくりかえって

いても表には出さない老獪さがある

からです。

これからは違います。今回の事件

でもさまざまな問題が噴出しました

が、そもそも日本のリーダーたる人

たちは中国史を勉強しなさ過ぎです。

日本人は驕りをなくし、中国の歴史

を学び、彼らが「今日」に生きる人々

であることを理解しなくてはなりま

せん。ビジネスの現場では「今日」

の話を積み重ねていくことを心がけ、

現在現実主義の彼らに立ち向かって

ほしいと思います。

「生」という字は草木が大地から
生える様子を表したといいます。
地上に顔を出した芽はか細く不安
げですが、地中には立派な根があ
り、硬い岩間をもろともせず這い
上がっていく力を備えている。人
が生きる様もまさにそのようだと
思いました（一艸氏･談）

国内外で活躍中の現代書家。「絵のような
書」を模索し独自の創作活動を行っている。
パリ国際サロン創立会員、毎日書道展会員
http://www.isso-art.com

書・題字 = 岡 一艸　（おか いっそう）

第30回現代書展／大澤賞（最高賞）
スペイン美術賞展（バルセロナ）／
優秀賞
日本・フランス・中国現代美術世界
展／中国美術家協会賞
第35回現代書展／大澤賞（最高賞）
イタリア美術賞展／優秀賞・プレス
キッド賞、第11回パリ国際サロン
／ザッキ賞
第13回パリ国際サロン／最高賞、
サロン・ドートンヌ展（パリ）／入
選（以降07年、08年、09年も入選）
その他多数
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